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⿐に泥の様な絵の具の塊を付けて筆を咥えてる⾺の肖像は画家の肖像画で俺には家族がいる 

⼩林正⼈ 
 

今展では、筆を⻭噛みし前⾯に⾶び出してきそうな⾺の肖像画に加え、モデルをモティーフにした新作を発表い

たします。描かれたモデルはあたかもキャンバスの側⾯を掴み動き出しそうな様⼦であったり（この星のモデル

(胸に傷がある⼥), 2021）、別の作品では⾛り去るモデルの痕跡が絵画を創出していたりと（ランニングマン, 2021）、

描かれる対象の⾝体性が絵画の⾝体性を決定し、絵を⽀配しているのは画家ではなくモデルであるかのような関

係性の逆転も感じられます。イメージは画布の上に定着せず、意味や概念のはるか先に存在しています。ここでも

また私達はこの星の鑑賞者として想像⼒の領域を刷新し、新しい各々のイメージを創造することになるでしょう。

なお今展では現代芸術振興財団の協⼒を得て、六本⽊アートコンプレックスを繋ぐ「ペア作品分離展⽰=LOVE」

のインスタレーションも展開いたします。どうぞご期待ください。 

2021 年 7 ⽉ シュウゴアーツ 
 

 
展覧会概要 
⼩林正⼈「この星の家族」 
会期：2021 年 9 ⽉ 10 ⽇(⾦) ‒ 10 ⽉ 16 ⽇(⼟) 
会場：シュウゴアーツ 106-0032 東京都港区六本⽊ 6 丁⽬ 5 番 24 号 complex665 2F 
開廊時間：⽕〜⼟曜 正午 ‒ 午後 6 時（⽇⽉祝休廊）  
*オープニングレセプションは開催いたしません。新型コロナウィルス対策のため開廊時間を短縮しておりますのでお出かけの際にはご注意

ください。 

 

ペア作品分離展⽰=LOVE  
会場：現代芸術振興財団 東京都港区六本⽊ 6 丁⽬ 6 番 9 号 ピラミデビル 4F 
開廊時間：会期中の⽊・⾦・⼟曜、正午 ‒ 午後 6 時（⽇・⽉・⽕・⽔・祝休廊） 
協⼒：現代芸術振興財団 

 
アーティストについて 

⼩林正⼈は 1957 年東京⽣まれ。1980 年代半ばより絵画の在り⽅を独⾃に探求する。「⽩いキャンバスを⽊枠に張ってから描き始めるのでは

遅い」として、絵の具をチューブから直接⼿にとり、カンヴァスの布地を⽚⼿で⽀えながら擦り込むようにして⾊を載せ、同時に⽊枠に張り

ながら絵画を⽴ち上げていくという⼿法を確⽴。イメージと空間を同時に誕⽣させ、絵画の魂と⾁体を⼀つに合わせるような⽅法論によって

⽣み出される作品は、空間の中で強い存在感を放ち観るものに迫る。主な個展：「画家とモデル」シュウゴアーツ（2019）、「ART TODAY 

2012 弁明の絵画と⼩林正⼈」セゾン現代美術館（⻑野、2012）、「この星の絵の具」⾼梁市成⽻美術館（岡⼭、2009）、「STARRY PAINT」

テンスタコンストハーレ（スウェーデン、2004）、「A Son of Painting」S.M.A.K.（ゲント、2001）、「⼩林正⼈展」宮城県美術館（2000）。

2018 年⾃伝⼩説『この星の絵の具［上］』、2020 年に続編となる『この星の絵の具［中］』を上梓。ビルドゥングスロマン完結編となる下巻

は 2022 年刊⾏予定。 

 
◆シュウゴアーツ アーティスト情報はこちらをご覧ください：http://shugoarts.com/topics/
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